
PSSの機能
①舗装路面のわだち、ひび割れ、平坦性などの路面性状調査結果データを自動表
示させ補修個所を自動抽出

②劣化予測による補修時期の判断やポットホール等の局部損傷部の補修方法、過
去の補修履歴等も考慮した計画が容易にでき、補修計画を高度化

③更に、工事発注手続きに係る諸資料の作成支援機能も付加

PSSの主な機能（発注支援機能）
①補修箇所選定・抽出
②概算工事費算定・調整
③舗装現地WG（舗装標準様式の作成支援）
④発注図面作成支援

■従来 ■舗装工事発注支援システム(Pavement management Support System)
（2019年度より全面展開）

[補修箇所を自動抽出]

ＰＳＳ（舗装工事発注支援システム）による効率化の取組

試行導入後にＰＳＳを
活用した工事発注件数

2018年度：10件（試行導入事務所）
2019年度：16件
2020年度：24件
2021年度：17件（9月末時点予定）

合計 ：67件
人力にて、補修箇所選定
に必要な情報を整理

本システムは東京農業大学との共同研究によるものです。関連する特許（特許 第6265634号）

[従来の路面損傷箇所情報等作成例 ]

舗装台帳

日常点検情報
（ポットホール）

路面性状測定

結果（Ｅｘｃｅｌ）

＋メンテ補修（要望）
箇所ヒアリング

EXCEL等作業

従前の手作業と比較し、
作業時間が
1/10で済み、大幅に
生産性が向上
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